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改
革
教
皇
権
の
登
場
ま
で
に
す
で
に
七
つ
の
公
会
議
が
一
般
に
公
認
さ
れ
て
い
た
。
レ
オ
九
世
は
宗
派
に
か
か
わ
り
な
く
尊
重
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
公
会
議
（
ニ
カ
イ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
・
エ
フ
ェ
ソ
ス
・
カ
ル
ケ
ド
ン
）
に
言
及
し
た
あ
と
で
、
第
二
ニ
カ
イ
ア
公
会
議
（
七
八
七
年
）
に
い
た
る
「
七
つ
の
聖
な
る
普
遍
公
会
議
」《septem
san
cta
et
u
niversalia
co
n
cilia
》
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（
１
）
。
レ
オ
の
特
使
フ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
（
シ
ル
ヴ
ァ
・
カ
ン
デ
ィ
ダ
の
司
教
枢
機
卿
）
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
ミ
カ
エ
ル
・
ケ
ル
ラ
リ
オ
ス
を
破
門
し
た
と
き
、
彼
は
「
七
つ
の
公
会
議
の
正
統
的
教
父
た
ち
の
権
威
に
基
づ
い
て
」《au
ctoritate
o
rthodox-
o
ru
m
Patrum
ex
co
n
ciliis
septem
》
そ
う
し
た
の
で
あ
る
（
２
）
。
第
八
回
公
会
議
（
第
四
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
公
会
議
）
は
東
西
教
会
の
分
岐
点
を
な
し
て
い
る
。
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
問
題
に
つ
い
て
審
議
し
た
当
会
議
を
西
方
教
会
が
普
遍
公
会
議
と
し
て
認
め
た
の
は
教
皇
改
革
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
主
唱
者
は
教
会
法
学
者
の
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
イ
ヴ
で
あ
っ
た
（
３
）
。
東
方
教
会
は
当
会
議
を
普
遍
公
会
議
と
し
て
認
め
て
い
な
い
。
一
方
、
西
方
教
会
は
十
二
世
紀
に
な
っ
て
こ
れ
を
公
会
議
と
し
て
承
認
す
る
よ
う
に
な
り
、
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
も
ま
た
『
教
令
集
』
に
お
い
て
「
八
つ
の
聖
な
る
普
遍
公
会
議
」《san
cta
o
cto
u
niversalia
co
n
cilia
》
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
（
４
）
。
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
が
普
遍
公
会
議
と
し
て
公
認
さ
れ
た
正
確
な
時
期
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
中
世
後
期
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
公
会
議
の
第
三
十
九
会
議
（
一
四
○
七
年
一
〇
月
）
に
お
け
る
教
皇
の
信
仰
宣
言
の
中
で
、
八
つ
の
普
遍
公
会
議
と
並
ん
で
四
つ
の
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
、
二
つ
の
リ
ヨ
ン
公
会
議
、
そ
し
て
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
公
会
議
が
正
式
に
言
及
さ
れ
た
（
５
）
。
公
会
議
史
上
、
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
（
６
）
。
普
遍
公
会
議
と
し
て
は
九
番
目
に
あ
た
る
。
そ
れ
以
前
の
八
つ
の
公
会
議
は
す
べ
て
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
が
召
集
し
、
東
方
の
諸
都
市
で
開
催
さ
れ
た
。
教
皇
は
代
理
を
派
遣
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
み
ず
か
ら
は
一
度
も
出
席
し
て
い
な
い
。
教
皇
が
召
集
し
、
西
欧
で
開
催
さ
れ
た
公
会
議
は
一
一
二
三
年
の
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
を
も
っ
て
嚆
失
と
す
る
。
十
字
軍
が
派
遣
さ
れ
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
に
十
字
軍
国
家
が
建
設
さ
れ
た
こ
の
時
代
は
、
西
方
世
界
と
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
微
妙
に
変
化
し
始
め
た
と
き
に
あ
た
る
。
西
欧
で
は
皇
帝
権
と
教
皇
権
と
の
あ
い
だ
に
政
教
条
約
が
結
ば
れ
て
、
改
革
教
皇
権
の
意
気
が
揚
が
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
一
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
関
　
　
口
　
　
武
　
　
彦
（
教
育
学
部
　
歴
史
学
研
究
室
）
を
皮
切
り
に
、
一
世
紀
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
四
回
の
公
会
議
が
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
平
均
し
て
四
半
世
紀
に
一
回
の
開
催
で
あ
る
。
公
会
議
の
準
備
と
運
営
は
教
皇
に
多
大
な
精
神
的
、
肉
体
的
負
担
を
も
た
ら
し
た
。
公
会
議
終
了
後
の
教
皇
の
平
均
余
命
は
二
年
半
弱
で
あ
り
、
五
年
を
越
え
て
生
存
し
た
教
皇
は
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
教
皇
改
革
の
後
半
に
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
公
会
議
を
取
り
上
げ
て
、
改
革
史
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
　
教
皇
改
革
と
教
会
会
議
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
教
皇
主
宰
の
教
会
会
議
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
た
（
７
）
。
教
皇
が
近
郊
教
区
の
聖
職
者
を
集
め
て
開
い
た
教
会
会
議
は
一
般
に
シ
ノ
ド
ゥ
ス
synodus
と
呼
ば
れ
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
訴
訟
の
審
理
に
あ
っ
た
。
教
皇
改
革
期
に
は
通
常
、
四
旬
節
と
秋
季
に
ロ
ー
マ
で
教
会
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
教
皇
が
西
欧
各
地
を
歴
訪
す
る
機
会
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
訪
問
先
の
司
教
座
教
会
で
も
し
ば
し
ば
重
要
な
裁
判
集
会
が
も
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
改
革
の
進
展
に
伴
っ
て
教
会
会
議
の
性
格
も
ま
た
変
化
し
た
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
は
十
一
年
間
の
在
任
中
に
十
一
回
の
教
会
会
議
を
開
催
し
た
が
、
こ
の
う
ち
八
回
は
ロ
ー
マ
以
外
の
都
市
で
開
催
さ
れ
た
。
教
皇
は
同
一
の
カ
ノ
ン
を
繰
り
返
し
布
告
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
会
会
議
で
の
教
皇
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
増
大
し
た
。
伝
統
的
な
立
法
・
裁
判
集
会
と
し
て
の
性
格
は
薄
れ
、
教
会
会
議
は
教
皇
の
意
思
を
伝
達
し
、
彼
の
政
策
に
同
意
と
承
認
を
あ
た
え
る
機
関
へ
と
変
質
し
た
。
出
席
者
は
事
前
に
用
意
さ
れ
た
カ
ノ
ン
に
た
い
し
て
賛
成
（placet
,fiat
）
の
意
思
表
示
を
す
る
だ
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
以
後
、
立
法
・
裁
判
集
会
と
し
て
の
シ
ノ
ド
ゥ
ス
は
次
第
に
コ
ン
キ
リ
ウ
ム
co
n
cilium
な
る
名
称
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
（
８
）
。
コ
ン
キ
リ
ウ
ム
は
元
来
皇
帝
が
召
集
し
、
彼
ま
た
は
そ
の
代
理
が
主
宰
し
た
教
会
会
議
を
意
味
し
た
用
語
で
あ
る
。
コ
ン
キ
リ
ウ
ム
が
教
会
会
議
の
一
般
的
用
語
と
し
て
定
着
す
る
の
は
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
以
後
で
あ
る
。
訴
訟
の
審
理
・
裁
決
は
新
た
に
形
成
さ
れ
た
枢
機
卿
会
議
co
n
sistorium
に
委
ね
ら
れ
、
専
門
的
調
査
を
要
す
る
重
要
案
件
に
つ
い
て
は
、
教
皇
は
特
別
の
調
査
委
員
会
を
設
け
て
こ
こ
で
審
理
さ
せ
た
。
参
列
者
が
広
域
に
跨
が
る
と
き
に
は
、
教
会
会
議
は
総
教
会
会
議
（co
n
cilium
generale
）
と
呼
ば
れ
た
。
十
二
世
紀
に
は
七
つ
の
教
会
会
議
が
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
ラ
ン
ス
（
一
一
一
九
年
）、
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
（
一
一
二
三
年
）、
ラ
ン
ス
（
一
一
三
一
年
）、
ピ
サ
（
一
一
三
五
年
）、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
（
一
一
三
九
年
）、
ラ
ン
ス
（
一
一
四
八
年
）、
そ
し
て
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
（
一
一
七
九
年
）
の
諸
会
議
が
こ
れ
で
あ
る
（
９
）
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
が
召
集
し
た
ラ
ン
ス
教
会
会
議
（
一
一
一
九
年
一
〇
月
）
は
参
列
者
に
よ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
残
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
教
会
会
議
の
一
つ
で
あ
る
（
10
）
。
当
会
議
に
は
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
十
五
名
の
大
司
教
、
二
百
名
以
上
の
司
教
が
参
列
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
三
百
名
以
上
の
聖
職
者
・
俗
人
が
出
席
し
て
い
る
。
会
議
の
規
模
か
ら
い
っ
て
も
公
会
議
に
近
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
ル
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
タ
ー
リ
ス
は
座
席
の
配
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
列
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
改
革
教
皇
権
下
の
上
意
下
達
の
態
様
を
知
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。
会
場
に
な
っ
た
大
司
教
座
聖
堂
の
西
方
入
口
の
扉
の
前
に
一
段
と
高
い
教
皇
の
玉
座
が
設
け
ら
れ
た
。
教
皇
の
傍
ら
に
は
ダ
ル
マ
チ
カ
を
着
た
尚
書
院
長
グ
リ
ソ
ゴ
ヌ
ス
（
サ
ン
タ=
ニ
コ
ラ
の
助
祭
枢
機
卿
）
が
教
会
法
書
を
手
に
し
て
立
っ
て
い
た
。
教
皇
座
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
ん
で
十
名
前
後
の
枢
機
卿
が
東
面
し
て
着
座
し
、
と
き
ど
き
参
列
者
に
向
っ
て
静
粛
を
命
じ
た
。
西
面
す
る
参
列
者
の
最
前
列
に
は
大
司
教
が
座
を
占
め
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
十
五
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
席
順
も
大
司
教
座
の
由
緒
・
格
式
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
背
後
に
は
約
二
百
名
の
司
教
が
控
え
、
そ
の
う
し
ろ
に
は
三
百
名
を
越
え
る
聖
職
者
・
俗
人
の
席
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
会
議
を
主
宰
す
る
ス
タ
ッ
フ
（
教
皇
・
枢
機
卿
団
）
と
そ
れ
以
外
の
聖
職
者
の
席
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
会
議
の
最
大
の
ポ
レ
ー
ミ
ク
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ポ
ン
ス
と
リ
ヨ
ン
大
司
教
フ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
あ
い
だ
の
免
属
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
っ
た
（
11
）
。
サ
ン=
グ
リ
ソ
ゴ
ー
ノ
の
司
祭
枢
機
卿
ヨ
ハ
ネ
ス
が
ポ
ン
ス
を
支
持
す
る
判
決
文
を
朗
読
す
る
と
会
場
に
は
不
満
の
声
が
漏
れ
た
と
い
う
。
当
会
議
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
に
破
門
を
宣
告
し
た
あ
と
で
閉
会
し
た
が
、
こ
の
会
議
の
最
大
の
勝
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
教
皇
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
は
そ
の
判
決
文
の
中
で
聖
ペ
ト
ロ
の
繋
釈
権
に
つ
い
て
の
周
知
の
聖
句
（
マ
タ
イ
一
六
・
一
八
ー
一
九
）
を
引
用
し
つ
つ
、
使
徒
座
は
「
全
教
会
の
か
な
め
に
し
て
頭
」
《c
a
rdo
et
c
aput
o
m
nium
a
e
c
clesiarum
》
で
あ
り
、
肢
体
《m
e
m
bra
》
は
頭
《caput
》
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
12
）
。
ラ
ン
ス
教
会
会
議
の
開
催
中
に
ム
ゾ
ン
に
お
い
て
教
皇
と
皇
帝
の
会
見
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
双
方
の
不
信
の
た
め
に
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
一
二
〇
年
六
月
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
は
ロ
ー
マ
入
城
を
果
た
し
た
。
お
膳
立
て
を
し
た
の
は
ロ
ー
マ
の
貴
族
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
出
身
の
枢
機
卿
ペ
ト
ル
ス
・
レ
オ
ー
ニ
ス
で
あ
る
。
白
馬
に
跨
が
り
、
金
銀
の
刺
繍
を
し
た
豪
華
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た
教
皇
の
勇
姿
は
教
皇
史
の
新
た
な
頁
の
始
ま
り
を
象
徴
し
て
い
た
。
一
一
二
一
年
四
月
に
は
ス
ト
リ
が
奪
回
さ
れ
て
「
ド
イ
ツ
人
の
王
の
偶
像
」《Teutonicorum
regis
idolum
》
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ブ
ル
デ
ィ
ヌ
ス
（
対
立
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
八
世
）
が
捕
虜
に
な
っ
た
。
（
13
）
同
年
九
月
に
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
諸
侯
会
議
は
和
平
達
成
の
た
め
に
皇
帝
に
努
力
を
促
し
た
。
一
一
二
二
年
二
月
に
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
に
書
簡
を
送
り
、
平
和
の
回
復
が
急
務
で
あ
る
と
血
縁
の
誼
み
に
訴
え
て
主
張
し
た
。「
あ
な
た
に
属
す
る
こ
と
を
似
つ
か
わ
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
あ
な
た
の
務
め
に
属
さ
な
い
も
の
を
放
棄
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
教
会
は
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
も
の
を
保
持
し
、
皇
帝
は
彼
に
属
す
る
も
の
を
所
有
す
べ
き
で
す（14
）
」
と
。
和
平
達
成
の
見
通
し
に
確
信
を
も
っ
た
教
皇
は
同
年
六
月
に
公
会
議
の
召
集
令
状
を
西
欧
各
地
の
高
位
聖
職
者
に
発
給
し
、
来
年
の
四
旬
節
第
四
主
日
ま
で
に
ロ
ー
マ
に
到
着
す
る
よ
う
に
伝
え
た
（
15
）
。
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
は
こ
の
三
ケ
月
後
に
締
結
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
二
　
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
一
一
二
三
年
三
月
一
八
日
に
開
会
し
、
十
日
後
の
三
月
二
七
日
に
閉
会
し
た
（
16
）
。
公
会
議
の
議
事
録
や
出
席
者
名
簿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
に
よ
る
と
三
百
人
以
上
の
司
教
が
出
席
し
た
と
い
う
（
17
）
。
当
会
議
に
お
い
て
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
が
承
認
さ
れ
た
。
公
会
議
開
催
中
に
叙
階
式
や
列
聖
式
が
行
わ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
当
会
議
で
も
ブ
レ
ー
メ
ン=
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
司
教
ア
ダ
ル
ベ
ロ
の
叙
階
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
が
列
聖
さ
れ
た
。
祝
典
は
会
議
を
も
り
た
て
る
一
つ
の
方
法
で
も
あ
っ
た
。
当
会
議
の
最
大
の
懸
案
は
コ
ル
シ
カ
教
会
の
裁
治
権
を
め
ぐ
る
ピ
サ
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
両
教
会
の
争
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
カ
ッ
フ
ァ
ル
ス
の
詳
細
な
報
告
が
残
さ
れ
て
い
る
（
18
）
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
裁
治
権
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
、
二
十
四
名
の
判
事iudices
（
大
司
教
・
司
教
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
十
二
名
）
で
構
成
さ
れ
る
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に
は
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
大
司
教
グ
ア
ル
テ
リ
ウ
ス
を
任
命
し
た
。
ロ
ー
マ
教
会
の
古
文
書
を
精
査
し
た
結
果
、
ピ
サ
人
が
コ
ル
シ
カ
教
会
に
た
い
し
て
行
使
し
て
い
た
権
利
に
は
正
当
な
根
拠
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
百
名
を
越
え
る
高
位
聖
職
者
が
参
列
し
た
一
般
集
会
に
お
い
て
、
グ
ア
ル
テ
リ
ウ
ス
は
「
ピ
サ
大
司
教
は
以
後
コ
ル
シ
カ
の
聖
別
権
を
放
棄
し
、
今
後
は
聖
別
権
を
断
念
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
決
議
文
を
朗
読
し
た
。
こ
の
あ
と
で
教
皇
は
参
列
し
て
い
た
高
位
聖
職
者
に
決
議
文
に
つ
い
て
の
賛
否
を
問
う
た
。
一
同
は
三
度
「
賛
成
」（placet
）
を
唱
え
た
の
で
、
教
皇
は
翌
日
の
総
会
《pleno
co
n
cilio
》
に
本
決
議
文
を
上
程
す
る
と
告
げ
た
。
ピ
サ
大
司
教
と
そ
の
属
司
教
は
怒
り
の
あ
ま
り
司
教
冠
と
司
教
指
環
を
教
皇
の
足
も
と
に
放
り
投
げ
て
言
っ
た
と
い
う
。「
以
後
私
は
あ
な
た
の
大
司
教
で
も
な
け
れ
ば
司
教
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」。
教
皇
は
司
教
冠
と
司
教
指
環
を
押
し
の
け
て
か
ら
ピ
サ
大
司
教
に
語
っ
た
。「
兄
弟
よ
、
あ
な
た
は
罪
を
犯
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
贖
罪
を
果
た
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。
翌
日
の
総
会
に
お
い
て
教
皇
は
判
決
文
を
枢
機
卿
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（
サ
ン=
タ
ン
ジ
ェ
ロ
の
助
祭
枢
機
卿
で
後
の
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
）
に
朗
読
さ
せ
、
全
出
席
者
の
承
認
を
得
た
。
判
決
が
宣
告
さ
れ
た
直
後
に
、
ピ
サ
人
た
ち
は
教
皇
の
許
可
を
得
な
い
で
ロ
ー
マ
を
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
コ
ル
シ
カ
教
会
の
裁
治
権
問
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
長
く
く
す
ぶ
り
続
け
た
（
19
）
。
最
終
的
に
決
着
し
た
の
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
コ
ル
シ
カ
教
会
の
裁
治
権
を
南
北
に
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ピ
サ
大
司
教
と
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
司
教
に
帰
属
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
20
）
。
当
公
会
議
か
ら
は
総
数
十
七
条
の
カ
ノ
ン
が
知
ら
れ
て
い
る
（
21
）
。
シ
モ
ニ
ア
、
俗
人
叙
任
、
そ
し
て
ニ
コ
ラ
イ
ズ
ム
の
禁
止
（
第
一
、
三
、
七
条
）
は
一
一
一
九
年
の
ラ
ン
ス
教
会
会
議
の
カ
ノ
ン
の
繰
返
し
で
あ
る
。
品
級
と
役
職
の
一
致
（
第
六
条
）
は
聖
職
者
の
改
革
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
司
教
権
の
強
化
に
関
す
る
カ
ノ
ン
が
あ
る
。
教
区
司
教
の
懲
戒
権
の
絶
対
性
（
第
二
条
）、
教
会
と
そ
の
所
領
の
管
理
責
任
者
と
し
て
の
司
教
の
地
位
の
明
確
化
（
第
八
条
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
ラ
ン
ス
教
四
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
会
会
議
で
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
免
属
に
た
い
す
る
司
教
団
の
敵
意
が
関
心
を
集
め
た
が
、
当
公
会
議
で
も
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
の
免
属
が
司
教
団
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
第
四
条
と
第
十
六
条
の
規
定
で
あ
る
。
第
四
条
は
在
俗
教
会
に
お
け
る
司
教
権
の
優
位
を
規
定
し
た
。「
大
助
祭
、
大
司
祭
、
聖
堂
参
事
会
長
、
司
祭
長
は
司
牧
権
や
教
会
の
聖
職
禄
を
司
教
の
判
断
あ
る
い
は
同
意
な
し
に
他
の
者
に
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
聖
な
る
カ
ノ
ン
が
定
め
て
い
る
よ
う
に
司
牧
権
お
よ
び
教
会
財
の
管
理
は
司
教
の
判
断
と
権
力
の
う
ち
に
あ
る
。
も
し
も
誰
か
が
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
り
、
司
教
に
属
す
る
権
力
を
お
の
れ
の
た
め
に
要
求
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
教
会
の
敷
居
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
22
）
」。
第
十
六
条
は
律
修
教
会
に
お
け
る
司
教
権
の
優
位
を
規
定
し
て
い
る
。「
さ
ら
に
我
々
は
聖
な
る
教
父
た
ち
の
足
跡
に
倣
い
つ
つ
、
一
般
的
決
議
と
し
て
次
の
ご
と
く
規
定
す
る
。
修
道
士
は
彼
の
教
区
司
教
に
能
う
か
ぎ
り
の
謙
遜
の
心
を
も
っ
て
服
従
す
べ
き
で
あ
り
、
神
の
教
会
の
指
導
者
や
司
牧
者
に
た
い
し
て
行
う
よ
う
に
、
万
事
に
ふ
さ
わ
し
い
服
従
と
献
身
的
な
従
順
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
修
道
士
は
何
処
に
お
い
て
も
公
誦
ミ
サ
を
司
式
し
て
は
な
ら
な
い
。
修
道
士
は
お
の
れ
の
務
め
に
属
さ
な
い
病
人
の
見
舞
い
、
終
油
お
よ
び
悔
悛
の
秘
跡
の
授
与
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
修
道
士
の
管
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
教
会
で
は
、
修
道
士
は
彼
の
教
区
司
教
の
手
で
叙
階
さ
れ
た
司
祭
だ
け
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
司
祭
は
彼
が
引
き
受
け
た
司
牧
に
つ
い
て
は
司
教
に
責
任
を
負
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
23
）
」。
本
条
は
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
四
条
の
再
確
認
で
あ
る
。
第
四
条
と
第
十
六
条
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
在
俗
・
律
修
教
会
に
お
け
る
司
教
権
の
優
位
と
司
教
の
司
牧
責
任
を
明
示
し
た
も
の
だ
（
24
）
。
こ
れ
は
十
二
世
紀
を
通
じ
て
異
端
運
動
に
直
面
し
た
教
会
が
つ
ね
に
立
ち
戻
る
べ
き
原
則
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
家
族
お
よ
び
社
会
の
モ
ラ
ル
の
改
善
を
意
図
し
た
カ
ノ
ン
も
あ
る
。
近
親
結
婚
の
弊
害
（
第
九
条
）、
門
前
居
住
民Porticani
の
財
産
の
保
全
（
第
十
一
条
）、
教
会
の
奉
献
物
を
俗
人
が
私
有
す
る
こ
と
の
禁
止
（
第
十
二
条
）、
鋳
貨
偽
造
の
禁
止
（
第
十
三
条
）、
ロ
ー
マ
の
参
詣
者
・
巡
礼
者
の
保
護
（
第
十
四
条
）、
神
の
平
和
・
神
の
休
戦
の
遵
守
（
第
十
五
条
）
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
会
議
で
初
め
て
十
字
軍
兵
士
の
誓
願
の
解
消
不
能
性
が
公
的
に
宣
言
さ
れ
た
。
出
征
者
に
は
免
償
が
与
え
ら
れ
、
彼
の
家
族
・
財
産
は
聖
座
の
保
護
の
下
に
お
か
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
れ
ス
ペ
イ
ン
で
あ
れ
、
い
っ
た
ん
出
征
の
誓
願
を
立
て
た
者
は
、
今
年
の
復
活
祭
か
ら
来
年
の
復
活
祭
ま
で
の
あ
い
だ
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
十
条
）。
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
示
唆
し
た
カ
ノ
ン
も
み
ら
れ
る
。
北
上
す
る
ノ
ル
マ
ン
人
に
よ
っ
て
教
皇
領
の
都
市
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
第
十
七
条
）。
す
で
に
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
は
一
一
二
一
年
九
月
に
南
伊
の
カ
ラ
ブ
リ
ア
を
訪
れ
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
二
世
に
ア
プ
リ
ア
侵
略
を
や
め
る
よ
う
に
警
告
し
た
（
25
）
。
教
皇
の
カ
ラ
ブ
リ
ア
訪
問
は
対
ノ
ル
マ
ン
人
政
策
の
転
機
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
教
皇
に
皇
帝
と
の
和
平
を
急
が
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
の
枢
機
卿
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
一
二
三
年
ま
で
に
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
十
六
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
。
新
枢
機
卿
の
大
五
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
多
数
は
北
伊
・
フ
ラ
ン
ス
の
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
二
世
と
の
同
盟
を
重
視
す
る
ロ
ー
マ
・
南
伊
出
身
の
枢
機
卿
を
牽
制
す
る
か
の
ご
と
き
観
を
呈
し
た
の
で
あ
る
（
26
）
。
当
公
会
議
は
対
立
教
皇
ブ
ル
デ
ィ
ヌ
ス
を
異
端
者haeresiarcha
と
呼
び
、
彼
お
よ
び
彼
が
叙
任
し
た
司
教
に
よ
る
叙
階
は
無
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
第
五
条
）
し
か
し
な
が
ら
異
端
運
動
に
直
接
言
及
し
た
カ
ノ
ン
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
下
の
ト
ゥ
ル
ー
ズ
教
会
会
議
（
一
一
一
九
年
七
月
）
は
カ
ノ
ン
第
三
条
で
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ブ
リ
ュ
イ
の
異
端
を
排
斥
し
断
罪
し
た
が
（
27
）
、
十
二
世
紀
第
一
・
四
半
期
に
は
異
端
運
動
は
ま
だ
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
司
教
が
司
牧
責
任
を
自
覚
し
て
そ
れ
を
良
心
的
に
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
（
第
四
、
十
六
条
）、
異
端
に
対
処
で
き
る
と
当
局
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
を
継
い
だ
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
が
死
去
す
る
と
教
会
は
シ
ス
マ
に
襲
わ
れ
た
。
一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ
が
こ
れ
で
あ
る
。
私
は
以
前
に
主
と
し
て
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
シ
ュ
マ
ー
レ
の
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
本
シ
ス
マ
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
（
28
）
。
シ
ュ
マ
ー
レ
の
研
究
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
半
世
紀
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
Ｐ
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
、
Ｗ
・
マ
レ
ツ
ェ
ク
、
Ｔ
・
ロ
イ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
批
判
が
相
次
い
だ
（
29
）
。
シ
ュ
マ
ー
レ
の
研
究
は
部
分
的
な
修
正
を
せ
ま
ら
れ
た
が
、
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
シ
ュ
マ
ー
レ
の
基
本
的
主
張
、
す
な
わ
ち
シ
ス
マ
の
起
源
は
皇
帝
、
ロ
ー
マ
貴
族
と
い
っ
た
外
部
の
勢
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
枢
機
卿
団
内
部
の
党
派
抗
争
に
あ
る
と
す
る
テ
ー
ゼ
は
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
る
（
30
）
。
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
北
伊
・
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
枢
機
卿
の
大
多
数
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
を
支
持
し
、
聖
ペ
ト
ロ
世
襲
領
の
南
部
お
よ
び
南
伊
出
身
の
枢
機
卿
の
多
く
は
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
を
支
持
し
た
。
前
者
の
枢
機
卿
グ
ル
ー
プ
は
枢
機
卿
会
の
比
較
的
新
し
い
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
り
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
古
参
の
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
枢
機
卿
党
派
の
対
照
的
な
性
格
は
、
実
は
シ
ス
マ
の
勃
発
後
に
な
っ
て
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
西
欧
諸
国
の
聖
俗
界
の
要
人
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
ア
ル
プ
ス
以
北
で
積
極
的
な
政
界
工
作
に
乗
り
出
し
た
。
か
く
て
シ
ス
マ
勃
発
か
ら
一
年
を
へ
な
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
帝
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
ロ
ー
マ
の
支
配
こ
そ
が
正
統
教
皇
と
し
て
認
知
さ
れ
る
た
め
の
不
可
欠
な
条
件
と
考
え
て
、
ロ
ー
マ
掌
握
に
全
力
を
尽
く
し
た
。
一
族
ピ
エ
ル
レ
オ
ー
ニ
家
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
支
持
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ジ
パ
ー
ニ
家
を
買
収
し
て
味
方
に
つ
け
、
サ
ン=
ピ
エ
ト
ロ
、
ラ
テ
ラ
ノ
両
聖
堂
を
占
領
し
て
ロ
ー
マ
を
完
全
に
制
圧
し
た
（
31
）
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
、
帝
国
に
は
つ
い
に
自
派
の
教
皇
特
使
を
派
遣
し
な
か
っ
た
。
他
方
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ド
イ
ツ
の
事
情
に
通
じ
た
枢
機
卿
特
使
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
（
後
の
教
皇
ル
キ
ウ
ス
二
世
）
を
派
遣
し
て
政
界
工
作
を
行
わ
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
教
皇
を
支
持
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
論
議
し
た
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
諸
侯
会
議
（
一
一
三
〇
年
一
〇
月
）
で
は
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
派
の
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
、
マ
グ
デ
ブ
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
ル
ク
大
司
教
ノ
ル
ベ
ル
ト
ら
が
会
議
を
リ
ー
ド
す
る
の
に
任
せ
た
の
で
あ
る
（
32
）
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
が
積
極
的
に
働
き
か
け
た
の
は
シ
チ
リ
ア
の
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
二
世
で
あ
っ
た
。
一
一
三
〇
年
九
月
二
七
日
に
同
教
皇
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
王
位
昇
格
を
承
認
し
、
カ
プ
ア
、
ナ
ポ
リ
を
王
国
に
合
体
さ
せ
た
（
33
）
。
同
年
十
二
月
二
五
日
に
は
パ
レ
ル
モ
で
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
戴
冠
式
を
挙
行
し
た
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
皇
帝
の
敵
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
帝
国
を
放
棄
し
た
と
い
え
よ
う
（
34
）
。
両
教
皇
の
政
策
上
の
相
違
は
そ
れ
ぞ
れ
の
枢
機
卿
政
策
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
在
任
中
に
五
十
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
ロ
ー
マ
以
北
の
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
出
身
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
は
在
任
中
に
十
七
名
の
枢
機
卿
を
任
命
し
た
。
そ
の
大
多
数
は
ロ
ー
マ
、
ラ
テ
ィ
ウ
ム
、
そ
し
て
南
伊
の
出
身
で
あ
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ロ
ー
マ
の
支
配
に
は
さ
し
て
関
心
を
示
し
て
い
な
い
。
教
皇
は
ペ
ト
ロ
の
代
理
人
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
の
代
理
人
な
の
で
あ
り
、
先
ず
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
諸
君
主
の
同
意
を
と
り
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
延
長
上
に
十
三
世
紀
に
な
る
と
「
教
皇
の
居
る
と
こ
ろ
、
そ
こ
が
ロ
ー
マ
で
あ
る
」（U
bi
estpapa,ibi
estR
om
a
）
と
い
う
標
語
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
（
35
）
。
ロ
タ
ー
ル
三
世
が
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
支
持
を
性
急
に
決
断
し
た
の
は
彼
の
政
治
的
失
策
で
あ
り
、
彼
は
帝
権
の
強
化
の
た
め
に
シ
ス
マ
を
政
治
的
駆
引
き
の
材
料
と
し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
か
つ
て
Ｗ
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
主
張
し
た
（
36
）
。
し
か
し
当
時
の
ド
イ
ツ
に
は
帝
国
教
会
体
制
に
批
判
的
な
聖
界
諸
侯
（
例
え
ば
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教
コ
ン
ラ
ー
ト
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
、
そ
し
て
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ノ
ル
ベ
ル
ト
な
ど
）
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
皇
帝
の
一
存
で
正
統
教
皇
を
決
定
で
き
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
ロ
タ
ー
ル
三
世
自
身
は
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
に
た
い
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
叙
任
権
の
返
還
を
再
三
教
皇
に
要
求
し
た
。
例
え
ば
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
リ
エ
ー
ジ
ュ
で
会
見
し
た
と
き
に
（
一
一
三
一
年
三
月
）、
皇
帝
は
司
教
指
環
と
司
教
杖
に
よ
る
叙
任
権
の
返
還
を
教
皇
に
求
め
て
い
る
。「
王
国
は
教
会
へ
の
愛
に
よ
っ
て
ど
れ
ほ
ど
弱
体
化
し
た
こ
と
か
、
教
皇
へ
の
叙
任
権
の
返
還
が
王
国
に
ど
れ
ほ
ど
の
災
い
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
（
37
）
」
と
。
こ
の
と
き
に
彼
を
諌
め
た
の
は
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
二
年
後
に
ロ
タ
ー
ル
の
戴
冠
式
が
ロ
ー
マ
で
挙
行
さ
れ
た
折
に
も
、
式
典
終
了
直
後
に
司
教
指
環
と
司
教
杖
に
よ
る
叙
任
権
の
返
還
を
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
た
い
し
て
要
求
し
た
。
皇
帝
を
制
止
し
た
の
は
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
ノ
ル
ベ
ル
ト
で
あ
る
（
38
）
。
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
ィ
は
、
ロ
タ
ー
ル
が
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
を
支
持
し
た
な
ら
ば
、
皇
帝
の
ロ
ー
マ
支
配
は
は
る
か
に
容
易
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
39
）
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
お
そ
ら
く
対
立
教
皇
の
擁
立
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
帝
国
は
再
び
孤
立
化
し
、
西
欧
社
会
を
混
乱
に
陥
れ
た
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
、
四
世
の
時
代
に
復
帰
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
皇
帝
と
い
え
ど
も
北
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
聖
職
者
が
支
持
し
た
教
皇
を
承
認
し
、
支
持
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
七
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
枢
機
卿
団
内
部
の
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
に
批
判
的
な
立
場
を
と
る
の
が
マ
レ
ツ
ェ
ク
お
よ
び
ロ
イ
タ
ー
で
あ
る
。
マ
レ
ツ
ェ
ク
は
尚
書
院
長
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
の
権
力
欲
と
枢
機
卿
間
の
感
情
的
・
心
理
的
対
立
を
重
視
す
る
。
ハ
イ
メ
リ
ク
ス
が
シ
ス
マ
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
お
の
れ
の
権
力
欲
を
満
た
す
た
め
に
ひ
た
す
ら
権
力
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
所
属
党
派
の
政
策
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
教
会
改
革
の
明
確
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
実
現
へ
の
強
い
期
待
が
、
彼
を
行
動
に
駆
り
立
て
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
枢
機
卿
団
内
部
の
「
共
感
と
反
感
、
陰
謀
、
友
情
、
羨
望
、
嫉
妬
（
40
）
」
は
い
つ
の
時
代
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
シ
ス
マ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
ロ
イ
タ
ー
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
差
異
で
は
な
く
て
人
脈
形
成
に
シ
ス
マ
の
原
因
と
支
持
動
向
を
見
出
し
た
。
シ
ス
マ
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
交
友
関
係Freundekreise
で
あ
り
、
親
疎
の
差
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
ル
イ
六
世
が
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
支
持
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
は
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
高
位
聖
職
者
（
ラ
ン
ス
大
司
教
ラ
イ
ナ
ル
ド
、
サ
ン=
ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
、
そ
し
て
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
）
の
グ
ル
ー
プ
が
控
え
て
お
り
、
彼
ら
と
北
仏
で
し
ば
し
ば
教
会
会
議
を
開
催
し
た
枢
機
卿
特
使
（
例
え
ば
ア
ル
バ
ー
ノ
の
司
教
枢
機
卿
マ
タ
エ
ウ
ス
）
と
の
交
友
関
係
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
41
）
。
し
か
し
ロ
イ
タ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
述
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
司
教
た
ち
は
教
区
に
設
立
し
た
修
道
院
を
通
常
は
新
興
教
団
（
シ
ト
ー
会
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
参
事
会
）
に
寄
進
し
て
い
る
（
42
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
立
場
で
あ
る
。
む
し
ろ
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
親
近
性
を
ベ
ー
ス
に
人
脈
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
　
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
は
一
一
三
九
年
四
月
三
日
に
開
会
し
、
四
月
八
日
ま
で
続
い
た
。
前
年
一
月
二
十
五
日
に
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
が
死
去
し
、
彼
の
あ
と
を
継
い
だ
ヴ
ィ
ク
ト
ル
四
世
（
サ
ン
テ
ィ
・
ア
ポ
ー
ス
ト
リ
の
司
祭
枢
機
卿
）
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
説
得
に
よ
っ
て
同
年
五
月
二
十
九
日
に
退
位
し
た
。
八
年
三
ケ
月
続
い
た
シ
ス
マ
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
公
会
議
終
了
の
翌
日
か
ら
早
く
も
尚
書
院
の
活
動
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
だ
。
四
月
九
日
に
は
三
通
、
十
日
に
は
二
通
、
十
一
日
に
は
九
通
の
教
皇
特
許
状
が
発
給
さ
れ
、
一
ケ
月
の
あ
い
だ
に
七
十
通
に
近
い
特
許
状
が
交
付
さ
れ
て
い
る
（
43
）
。
出
席
者
は
帰
国
直
前
に
教
皇
か
ら
特
許
状
を
取
得
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
司
教
参
列
者
は
百
名
を
越
え
、
出
席
者
の
総
数
は
数
百
名
に
の
ぼ
っ
た
。
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
上
に
当
会
議
は
国
際
的
な
性
格
を
お
び
て
い
た
と
い
え
よ
う
（
44
）
。
公
会
議
開
催
中
に
フ
ル
ダ
修
道
院
長
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
の
列
聖
式
が
催
さ
れ
た
。
公
会
議
の
目
的
は
シ
ス
マ
後
の
教
会
の
再
建
に
あ
っ
た
。
カ
ノ
ン
第
三
十
条
は
ペ
ト
ル
ス
・
レ
オ
ー
ニ
ス
と
そ
の
一
味
の
離
教
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
叙
階
は
無
効
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
を
支
持
し
た
聖
職
者
に
は
厳
し
い
処
分
が
待
っ
て
い
た
。
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
一
号
例
え
ば
ペ
ト
ル
ス
・
ピ
サ
ヌ
ス
（
サ
ン
タ
・
ス
ザ
ン
ナ
の
司
祭
枢
機
卿
）
は
、
そ
の
法
学
の
知
識
の
ゆ
え
に
ウ
ル
バ
ヌ
ス
二
世
の
と
き
か
ら
教
皇
庁
で
も
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
説
得
が
功
を
奏
し
て
ペ
ト
ル
ス
は
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
の
支
持
を
と
り
や
め
た
が
（
一
一
三
七
年
）、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
彼
に
た
い
し
て
も
容
赦
せ
ず
、
枢
機
卿
会
か
ら
追
放
し
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
お
の
れ
の
罪
を
認
め
た
者
に
教
皇
が
赦
し
を
拒
ん
だ
こ
と
を
非
難
す
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
（
45
）
。
ペ
ト
ル
ス
の
名
声
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
は
彼
を
再
び
枢
機
卿
会
に
復
帰
さ
せ
た
（
一
一
四
三
年
一
〇
月
（
46
）
）。
枢
機
卿
会
に
お
い
て
も
シ
ス
マ
へ
の
警
戒
心
は
根
強
く
存
続
し
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
あ
と
を
襲
っ
た
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
、
ル
キ
ウ
ス
二
世
、
一
人
お
い
て
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
四
世
の
三
教
皇
は
い
ず
れ
も
か
つ
て
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
を
支
持
し
た
枢
機
卿
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
公
会
議
で
は
三
十
条
の
カ
ノ
ン
が
制
定
さ
れ
た
（
47
）
。
そ
の
大
多
数
は
シ
ス
マ
の
間
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
が
主
宰
し
た
教
会
会
議
で
決
議
さ
れ
た
カ
ノ
ン
で
あ
っ
た
。
ク
レ
ル
モ
ン
（
一
一
三
〇
年
）、
ラ
ン
ス
（
一
一
三
一
年
）、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
（
一
一
三
二
年
）、
そ
し
て
ピ
サ
（
一
一
三
五
年
）
の
諸
会
議
の
カ
ノ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
ク
レ
ル
モ
ン
、
ピ
サ
の
両
教
会
会
議
で
あ
る
。
ク
レ
ル
モ
ン
会
議
で
制
定
さ
れ
た
十
三
条
の
カ
ノ
ン
の
す
べ
て
が
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
と
し
て
再
録
さ
れ
た
。
ピ
サ
会
議
か
ら
は
六
条
の
カ
ノ
ン
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
48
）
。
教
会
改
革
に
関
す
る
カ
ノ
ン
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
と
部
分
的
に
重
複
す
る
。
シ
モ
ニ
ア
の
禁
止
（
第
一
、
二
条
）
ニ
コ
ラ
イ
ズ
ム
の
禁
止
（
第
六
、
七
条
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
ピ
サ
教
会
会
議
の
カ
ノ
ン
第
四
条
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
第
七
条
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
副
助
祭
以
上
の
聖
職
者
お
よ
び
誓
願
を
立
て
た
修
道
士
、
助
修
士
、
律
修
参
事
会
員
が
教
会
の
規
律
に
反
し
て
結
婚
し
た
場
合
に
は
、
当
該
結
婚
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
叙
階
な
ら
び
に
修
道
誓
願
は
婚
姻
障
害
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
聖
職
者
独
身
制
が
明
確
に
定
ま
っ
た
の
は
、
史
上
ま
さ
に
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
（
49
）
。
さ
ら
に
俗
人
叙
任
の
禁
止
を
定
め
た
カ
ノ
ン
が
あ
る
（
第
二
十
五
条
）。
司
教
権
の
強
化
を
策
し
た
カ
ノ
ン
は
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
と
共
通
す
る
。
教
区
司
教
の
懲
戒
権
の
優
位
を
規
定
し
た
第
三
条
、
聖
職
者
の
奇
抜
な
服
装
や
身
な
り
に
警
告
を
発
し
、
司
教
は
風
紀
の
監
督
責
任
者
で
あ
る
と
明
記
し
た
第
四
条
が
あ
る
。
聖
職
者
遺
産
継
承
権
の
濫
用
を
戒
め
た
第
五
条
は
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
の
第
二
十
二
条
カ
ノ
ン
の
再
確
認
と
い
っ
て
よ
い
。
俗
人
に
よ
る
十
分
の
一
税
の
所
有
禁
止
と
そ
の
司
教
へ
の
返
還
を
規
定
し
た
第
十
条
に
は
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
確
立
に
た
い
す
る
強
い
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
神
の
休
戦
の
実
施
責
任
者
が
司
教
で
あ
る
と
明
記
し
た
第
十
二
条
、
教
会
法
令
の
実
施
に
責
任
を
負
う
の
は
司
教
で
あ
る
と
述
べ
た
第
十
九
条
が
あ
る
。
さ
ら
に
司
教
選
挙
に
つ
い
て
規
定
し
た
第
二
十
八
条
は
注
目
す
べ
き
規
定
で
あ
る
（
50
）
。
司
教
の
死
後
三
ケ
月
以
上
、
司
教
座
を
空
位
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
司
教
選
挙
権
は
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
《can
o
nicide
sede
episcopali
》
に
属
す
る
。
た
だ
し
司
教
選
挙
の
と
き
に
教
区
の
修
道
士
《religiosos
vires
》
の
意
向
九
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
を
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
司
教
に
は
修
道
士
の
助
言
《co
n
silium
》
を
得
て
適
任
者
が
選
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
の
同
意
と
承
諾
な
し
の
選
挙
は
無
効
で
あ
る
。
司
教
選
出
機
関
と
し
て
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
地
位
が
定
ま
る
の
は
当
該
カ
ノ
ン
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
修
道
士
の
関
与
に
つ
い
て
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
（
51
）
。
聖
職
者
の
モ
ラ
ル
の
改
善
に
つ
い
て
規
定
し
た
カ
ノ
ン
は
少
な
く
な
い
。
第
九
条
は
、
修
道
士
や
律
修
参
事
会
員
が
貪
欲
か
ら
世
俗
法
を
学
ん
で
法
廷
弁
護
人
を
引
き
受
け
た
り
、
医
学
を
修
め
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
司
牧
へ
の
配
慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
第
十
六
条
は
聖
職
と
聖
職
禄
の
世
襲
を
禁
じ
た
。
聖
職
へ
の
就
任
は
血
統sanguis
で
は
な
く
て
功
績
m
eritum
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
関
連
し
て
第
二
十
一
条
は
司
祭
の
息
子
を
祭
壇
の
務
め
か
ら
締
め
出
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
修
道
生
活
に
入
る
の
は
差
し
支
え
な
い
。
聖
香
油
、
聖
油
の
受
取
り
、
埋
葬
の
認
可
が
金
銭
の
支
払
い
と
引
換
え
に
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
十
四
条
）。
ま
た
修
道
女
が
修
道
士
、
参
事
会
員
と
一
緒
に
聖
歌
隊
に
加
わ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
（
第
二
十
七
条
）。
社
会
的
規
定
も
ま
た
第
一
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
比
べ
て
増
加
し
た
。
非
戦
闘
者
の
身
体
の
安
全
と
財
産
保
護
の
規
定
（
第
十
一
条
）
や
、
神
の
休
戦
の
期
間
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
（
第
十
二
条
）
が
み
ら
れ
る
。
水
曜
の
日
の
入
り
か
ら
月
曜
の
日
の
出
ま
で
、
待
降
節
か
ら
御
公
現
の
祝
日
ま
で
の
八
日
間
、
五
旬
節
主
日
か
ら
復
活
祭
ま
で
が
こ
れ
で
あ
る
。
第
十
三
条
は
高
利
貸
付
の
禁
止
で
あ
る
（
52
）
。
高
利
貸
に
た
い
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
埋
葬
が
拒
否
さ
れ
る
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
一
門
を
暗
に
非
難
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
騎
馬
試
合
の
禁
止
（
第
十
四
条
）、
教
会
お
よ
び
共
同
墓
地
の
ア
ジ
ー
ル
権
の
確
認
（
第
十
五
条
）、
近
親
結
婚
の
禁
止
（
第
十
七
条
）、
社
会
的
に
大
き
な
害
悪
を
も
た
ら
し
、
住
民
を
恐
怖
に
陥
れ
た
放
火
（
焼
き
払
い
）
の
禁
止
（
第
十
八
条
）、
弩
や
長
弓
な
ど
の
残
虐
兵
器
の
使
用
禁
止
（
第
二
十
九
条
）
の
規
定
が
あ
る
。
司
牧
に
関
す
る
規
定
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
悔
悛
の
秘
跡
の
内
面
化
を
意
図
し
た
規
定
（
第
二
十
二
条
）、
十
分
な
収
入
が
あ
る
教
会
は
す
べ
て
自
身
の
司
祭
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
雇
わ
れ
司
祭
を
締
め
出
し
た
第
十
条
な
ど
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
教
会
の
司
牧
の
限
界
を
示
唆
す
る
カ
ノ
ン
が
登
場
す
る
こ
と
だ
。
一
般
信
徒
の
あ
い
だ
に
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
使
徒
的
生
活
を
実
践
す
る
者
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
十
六
条
は
、
そ
う
し
た
風
潮
が
女
性
た
ち
の
あ
い
だ
に
も
広
ま
っ
て
い
た
様
を
伝
え
て
い
る
。
彼
女
た
ち
が
「
離
れ
屋
や
庵
」《propria
receptacula
et
privata
dom
icilia
》
に
移
り
住
ん
で
修
道
女
に
似
た
生
活
を
送
り
、
巡
礼
や
旅
客
を
接
待
す
る
ケ
ー
ス
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
危
険
で
嫌
悪
す
べ
き
習
慣
」《perni-
co
sam
etdetestabilem
co
n
su
etudinem
》
で
あ
る
と
い
う
。
同
カ
ノ
ン
に
よ
れ
ば
、
修
道
生
活
は
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、
聖
バ
シ
レ
イ
オ
ス
、
そ
し
て
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
い
ず
れ
か
の
戒
律
に
従
っ
て
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
り
、
戒
律
に
拠
ら
な
い
生
活
は
「
恥
ず
べ
き
、
い
と
わ
し
い
破
廉
恥
な
行
為
」《inhonestum
detes-
tandum
que
flagitium
》
な
の
で
あ
る
。
教
会
は
風
紀
を
乱
し
、
無
秩
序
を
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
信
徒
に
た
い
し
て
は
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
使
徒
的
生
活
を
実
践
一
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
す
る
巡
歴
説
教
者
の
中
か
ら
や
が
て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
や
司
祭
職
を
否
定
す
る
異
端
者
が
現
わ
れ
た
。
第
二
十
三
条
は
、
聖
体
の
秘
跡
、
幼
児
洗
礼
、
品
級
、
婚
姻
の
絆
を
否
定
す
る
異
端
者
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
、
異
端
禁
圧
の
た
め
に
世
俗
権
力
の
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
当
該
カ
ノ
ン
は
二
十
年
前
の
ト
ゥ
ル
ー
ズ
教
会
会
議
で
制
定
さ
れ
た
カ
ノ
ン
の
再
録
で
あ
る
。
当
時
は
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ブ
リ
ュ
イ
の
異
端
が
カ
ノ
ン
制
定
の
直
接
的
動
機
で
あ
っ
た
が
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
開
催
時
に
は
ア
ン
リ
・
ド
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
が
類
似
の
異
端
を
南
フ
ラ
ン
ス
で
広
め
て
い
た
（
53
）
。
ア
ン
リ
は
す
で
に
ピ
サ
教
会
会
議
で
破
門
さ
れ
た
。
こ
の
両
人
に
対
す
る
最
も
厳
し
い
批
判
者
が
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
と
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
修
道
院
長
ベ
ル
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
巡
歴
説
教
者
の
出
現
は
共
住
修
道
制
の
指
導
者
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
巡
歴
説
教
運
動
の
社
会
的
背
景
や
そ
の
意
味
を
、
ピ
エ
ー
ル
も
ベ
ル
ナ
ー
ル
も
つ
い
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
（
54
）
。
こ
の
よ
う
な
異
端
よ
り
も
当
局
が
い
っ
そ
う
手
を
焼
い
た
の
は
理
想
主
義
者
の
過
激
な
説
教
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
ブ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
ア
ル
ナ
ル
ド
（
一
一
〇
〇
年
頃
ー
一
一
五
五
年
）
で
あ
っ
た
（
55
）
。
使
徒
的
清
貧
の
真
摯
な
模
倣
者
で
あ
っ
た
彼
は
教
会
が
世
俗
的
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
ア
ル
ナ
ル
ド
は
教
皇
庁
に
招
か
れ
た
と
き
に
枢
機
卿
た
ち
の
贅
を
尽
く
し
た
食
卓
を
見
て
教
皇
の
面
前
で
こ
れ
を
難
詰
し
た
た
め
に
、
彼
ら
の
怒
り
を
買
っ
て
追
放
さ
れ
た
と
い
う
（
56
）
。
し
か
し
ロ
ー
マ
の
民
衆
の
中
に
は
彼
の
説
教
に
す
す
ん
で
耳
を
か
す
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
は
教
義
上
の
異
端
と
は
無
縁
で
あ
る
。
彼
は
以
前
に
ブ
レ
ー
シ
ア
の
律
修
参
事
会
員
で
あ
り
、
ま
た
司
祭
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
過
激
な
説
教
が
災
い
し
て
迫
害
を
被
り
、
各
地
を
転
々
と
放
浪
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
Ｅ
・
ギ
ボ
ン
は
啓
蒙
主
義
時
代
の
偏
見
も
手
伝
っ
て
ア
ル
ナ
ル
ド
が
自
由
の
鼓
吹
者
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
殉
教
者
で
あ
る
と
述
べ
て
、
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
た
（
57
）
。
ブ
レ
ー
シ
ア
司
教
マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
は
同
市
を
混
乱
に
陥
れ
た
責
任
者
と
し
て
ア
ル
ナ
ル
ド
を
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
告
発
し
た
。「
教
皇
の
許
可
な
し
に
は
ブ
レ
ー
シ
ア
に
戻
ら
な
い
と
い
う
誓
約
を
立
て
さ
せ
ら
れ
た
（
58
）
」
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
そ
の
書
簡
で
述
べ
て
い
る
が
、
も
し
も
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
ア
ル
ナ
ル
ド
が
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
出
頭
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
ア
ル
ナ
ル
ド
の
出
現
は
改
革
派
の
分
裂
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
自
身
は
貧
し
い
イ
エ
ス
の
弟
子
と
し
て
、
イ
エ
ス
の
生
き
方
に
真
剣
に
倣
お
う
と
努
め
た
。
粗
衣
を
身
に
ま
と
い
、
つ
ね
に
断
食
を
欠
か
さ
ず
、
比
類
な
き
熱
意
を
も
っ
て
聖
書
の
研
究
に
精
を
出
し
た
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
や
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ス
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル
ホ
ー
の
よ
う
に
、
彼
の
主
張
を
理
解
で
き
、
そ
れ
に
共
感
を
覚
え
た
者
が
い
た
半
面
で
は
、
保
守
的
改
革
者
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
や
攻
撃
の
標
的
と
さ
れ
た
教
皇
な
ら
び
に
枢
機
卿
が
ア
ル
ナ
ル
ド
に
対
し
て
激
し
い
憎
悪
を
抱
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
ア
ル
ナ
ル
ド
の
主
張
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
受
け
入
れ
た
法
に
は
叶
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
が
お
く
っ
て
い
た
生
活
か
ら
は
か
け
離
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
59
）
。
一
一
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
四
　
教
皇
改
革
の
終
焉
教
皇
首
位
権
が
確
立
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
整
備
さ
れ
て
中
世
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
体
制
が
整
う
の
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
期
で
あ
っ
た
。
教
皇
庁
へ
の
上
訴
が
急
増
す
る
の
は
実
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
期
以
降
で
あ
る
。
教
皇
専
決
訴
訟
（
免
属
特
権
・
司
教
の
任
免
・
司
教
区
の
改
変
問
題
）
に
加
え
て
、
一
般
の
修
道
士
や
参
事
会
員
か
ら
の
上
訴
も
ま
た
増
加
し
た
。
免
属
特
権
を
授
与
す
る
際
に
、
教
皇
が
「
介
在
者
な
し
に
」《n
ullo
m
ediante
》
の
定
詞
を
好
ん
で
用
い
た
こ
と
は
、
彼
の
普
遍
的
裁
治
権
者
と
し
て
の
立
場
を
よ
く
示
し
て
い
る
（
60
）
。
シ
ス
マ
の
終
了
後
に
新
た
な
カ
ノ
ン
法
学
が
誕
生
し
た
。
矛
盾
す
る
諸
法
令
を
理
性
の
光
り
に
よ
っ
て
調
和
あ
る
体
系
へ
と
総
合
す
る
こ
と
だ
。
カ
マ
ル
ド
リ
会
修
道
士
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
が
一
一
四
○
年
頃
編
纂
し
た
『
矛
盾
教
会
法
の
調
和
集
』（Concordantia
D
iscordantium
Canonum
）（『
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
教
令
集
』）
は
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
教
令
集
に
は
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
ま
で
の
カ
ノ
ン
が
収
録
さ
れ
た
。
司
法
業
務
の
増
加
に
伴
い
、
法
律
に
精
通
し
た
枢
機
卿
が
必
要
に
な
っ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
と
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
の
決
定
的
差
異
が
司
法
化
へ
の
対
応
に
あ
っ
た
こ
と
を
マ
レ
ツ
ェ
ク
も
ま
た
認
め
て
い
る
（
61
）
。
法
学
の
学
位
を
も
つ
マ
ギ
ス
テ
ル
（m
agister
）
が
枢
機
卿
団
の
中
に
増
加
し
始
め
る
の
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
の
と
き
で
あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
期
に
は
任
命
さ
れ
た
枢
機
卿
の
お
よ
そ
四
分
の
一
が
マ
ギ
ス
テ
ル
の
称
号
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
期
に
ロ
ー
マ
の
内
外
に
お
い
て
教
皇
権
は
危
機
に
直
面
す
る
。
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
会
議
お
い
て
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
シ
チ
リ
ア
の
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
を
破
門
し
た
。
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
の
同
盟
者
と
し
て
彼
こ
そ
は
シ
ス
マ
を
長
引
か
せ
た
張
本
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
一
三
七
年
八
月
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
の
南
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
際
に
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
ア
リ
フ
ェ
伯
ラ
イ
ヌ
ル
フ
ス
に
た
い
し
て
皇
帝
と
共
に
ア
プ
リ
ア
公
領
を
共
同
授
封
し
た
（
62
）
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
彼
の
協
力
を
得
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
を
南
イ
タ
リ
ア
か
ら
追
放
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
ラ
イ
ヌ
ル
フ
ス
は
公
会
議
終
了
直
後
に
死
去
し
た
の
で
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
同
盟
軍
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
三
九
年
七
月
二
十
二
日
の
ガ
ル
ッ
チ
オ
（
モ
ン
テ
カ
ッ
シ
ー
ノ
近
在
）
の
戦
い
で
同
盟
軍
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
軍
隊
に
敗
れ
、
教
皇
は
捕
虜
に
な
っ
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
あ
ま
り
に
も
お
の
れ
の
権
威
と
実
力
を
過
信
し
た
報
い
で
あ
る
。
三
日
後
に
教
皇
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
に
特
許
状
を
交
付
し
て
彼
の
王
号
を
承
認
し
た
。
シ
チ
リ
ア
王
国
、
ア
プ
リ
ア
公
領
お
よ
び
カ
プ
ア
侯
領
が
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
固
有
の
領
土
と
さ
れ
た
（
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
条
約
（
63
）
）。
ウ
ォ
ル
ム
ス
協
約
以
来
の
教
皇
庁
の
対
ノ
ル
マ
ン
人
政
策
の
挫
折
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
も
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
の
友
好
関
係
は
存
続
し
た
が
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
登
位
か
ら
四
年
後
に
締
結
さ
れ
た
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
条
約
（
一
一
五
六
・
六
・
一
八
）
に
よ
っ
て
教
皇
権
と
ノ
ル
マ
ン
人
と
の
あ
い
だ
に
和
解
が
成
り
、
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
と
の
あ
い
だ
に
結
ば
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
条
約
（
一
一
五
三
・
三
・
二
三
）
は
事
実
上
骨
抜
き
に
さ
れ
た
。
枢
機
卿
団
内
部
に
お
い
て
い
わ
ゆ
一
二
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
る
シ
チ
リ
ア
派
と
皇
帝
派
の
対
立
が
表
面
化
す
る
の
は
こ
の
と
き
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
市
に
も
危
機
的
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
死
去
す
る
直
前
に
、
ロ
ー
マ
市
民
は
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
丘
に
元
老
院
を
設
立
し
て
コ
ム
ー
ネ
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
（
一
一
四
三
年
九
月
（
64
）
）。
翌
年
に
は
最
も
重
要
な
教
皇
役
人
で
あ
る
ロ
ー
マ
都
督
（praefectus
U
rbis
）
が
廃
さ
れ
、
代
り
に
パ
ト
リ
キ
ウ
ス
が
新
設
さ
れ
て
ア
ナ
ク
レ
ト
ゥ
ス
二
世
の
甥
に
あ
た
る
ヨ
ル
ダ
ヌ
ス
が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
は
共
和
政
体
に
移
行
し
た
。
ル
キ
ウ
ス
二
世
は
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
が
派
遣
し
た
傭
兵
隊
と
コ
ム
ー
ネ
に
土
地
を
奪
わ
れ
た
貴
族
の
不
満
分
子
の
協
力
を
得
て
コ
ム
ー
ネ
を
解
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
教
皇
軍
は
カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
丘
の
共
和
派
の
砦
を
攻
囲
し
た
が
、
コ
ム
ー
ネ
の
軍
隊
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
ル
キ
ウ
ス
二
世
は
頭
部
に
投
石
を
う
け
、
こ
の
負
傷
が
原
因
と
な
っ
て
ま
も
な
く
死
去
し
た
（
一
一
四
五
・
二
・
一
五
）。
ロ
ー
マ
市
民
の
投
石
に
よ
っ
て
ル
キ
ウ
ス
二
世
が
死
去
し
た
事
件
は
、
改
革
教
皇
権
が
す
で
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
終
え
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
改
革
に
た
い
す
る
教
皇
の
意
識
が
変
化
し
た
こ
と
は
、
お
よ
そ
一
世
紀
続
い
た
「
二
世
」
名
教
皇
が
こ
こ
で
断
た
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彼
を
継
い
だ
の
は
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
ロ
ー
マ
奪
回
の
た
め
武
力
に
訴
え
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ブ
レ
ー
シ
ア
が
ロ
ー
マ
に
入
っ
て
元
老
院
と
同
盟
を
結
ん
だ
の
は
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
の
時
代
で
あ
っ
た
。
コ
ム
ー
ネ
運
動
と
結
び
つ
い
た
ア
ル
ナ
ル
ド
は
ま
す
ま
す
過
激
に
な
り
扇
動
的
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
農
民
（ru
sticana
turba
）
を
支
持
基
盤
と
す
る
彼
の
コ
ム
ー
ネ
改
造
計
画
は
や
が
て
皇
帝
、
貴
族
階
層
の
敵
意
を
招
き
、
ア
ル
ナ
ル
ド
の
没
落
を
速
め
た
の
で
あ
る
。
（
65
）
正
統
信
仰
の
確
立
は
教
会
の
内
外
で
種
々
の
異
端
を
誘
発
し
た
。
異
端
対
策
が
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
以
後
、
教
会
の
最
重
要
テ
ー
マ
に
な
る
。
正
統
信
仰
の
擁
護
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
の
は
シ
ト
ー
会
士
で
あ
る
。
と
く
に
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
最
も
熱
心
な
異
端
の
監
視
人
で
あ
っ
た
。
一
一
四
〇
年
六
月
の
サ
ン
ス
教
会
会
議
で
は
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
に
異
端
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
。「
彼
（
ア
ベ
ラ
ー
ル
）
が
三
位
一
体
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
ア
リ
ウ
ス
を
想
起
さ
せ
、
恩
寵
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
を
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
ペ
ル
ソ
ナ
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
を
想
起
さ
せ
る
（
66
）
」
と
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
は
同
年
七
月
の
勅
書
の
中
で
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
ア
ル
ナ
ル
ド
の
教
説
を
と
も
に
異
端
と
し
て
断
罪
し
、「
誤
謬
を
含
む
書
物
」《libros
erro
ris
eo
ru
m
》
の
焼
却
を
命
じ
た
（
67
）
。
焚
書
で
あ
る
。
沈
黙
を
命
じ
ら
れ
た
ア
ベ
ラ
ー
ル
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
長
ピ
エ
ー
ル
の
も
と
で
ク
リ
ュ
ニ
ー
の
支
院
サ
ン=
マ
ル
セ
ル
・
ド
・
シ
ャ
ロ
ン
の
修
道
士
と
し
て
余
生
を
お
く
っ
た
。
他
方
ア
ル
ナ
ル
ド
は
巡
歴
説
教
を
続
け
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
た
。
一
一
四
八
年
三
月
に
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
三
世
が
主
宰
し
た
ラ
ン
ス
教
会
会
議
で
は
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
出
身
の
平
信
徒
で
巡
歴
説
教
者
の
エ
オ
ン
・
ド
・
レ
ト
ワ
ー
ル
の
異
端
が
審
理
さ
れ
た
（
68
）
。
エ
オ
ン
は
断
罪
さ
れ
た
後
に
監
禁
さ
れ
、
彼
の
忠
実
な
弟
子
た
ち
は
焚
刑
に
処
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ポ
ワ
テ
ィ
エ
司
教
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ド
・
ラ
・
ポ
ッ
一
三
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
レ
ー
の
神
学
理
論
が
ベ
ル
ナ
ー
ル
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
詳
細
な
報
告
が
残
さ
れ
て
い
る
（
69
）
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
会
議
の
前
に
ジ
ル
ベ
ー
ル
の
著
作
か
ら
四
つ
の
章
capitula
を
選
び
出
し
、
こ
れ
に
対
す
る
反
論
を
し
た
た
め
て
数
人
の
高
位
聖
職
者
に
同
意
を
求
め
た
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
行
動
は
枢
機
卿
た
ち
の
怒
り
を
買
い
、
結
局
ジ
ル
ベ
ー
ル
は
部
分
的
な
字
句
の
修
正
を
命
じ
ら
れ
た
に
と
ど
ま
り
公
的
断
罪
を
免
れ
た
の
で
あ
る
。
同
教
会
会
議
は
ま
た
カ
タ
リ
派
異
端
を
初
め
て
取
り
上
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
「
何
人
も
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
そ
の
他
の
地
域
に
留
ま
っ
て
い
る
異
端
者
と
そ
の
追
随
者
を
支
援
し
た
り
擁
護
し
て
は
な
ら
な
い
（
70
）
」
と
。
カ
タ
リ
派
異
端
に
つ
い
て
は
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
カ
ノ
ン
第
二
十
七
条
で
詳
し
く
扱
わ
れ
る
が
、
す
で
に
モ
ン
ペ
リ
エ
（
一
一
六
二
年
）、
ト
ゥ
ー
ル
（
一
一
六
三
年
）
の
教
会
会
議
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
（
71
）
カ
タ
リ
派
異
端
は
十
三
世
期
に
聖
俗
界
の
協
力
に
よ
り
武
力
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ニ
教
的
異
端
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
持
続
的
で
深
刻
な
影
響
を
後
世
に
及
ぼ
し
た
の
は
前
述
の
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ブ
レ
ー
シ
ア
の
反
聖
職
者
主
義
的
運
動
で
あ
る
。
彼
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
軍
隊
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
教
会
法
廷
で
裁
か
れ
た
の
ち
に
俗
権
の
手
に
渡
さ
れ
た
（
72
）
。
絞
首
さ
れ
て
か
ら
火
刑
に
処
さ
れ
、
遺
灰
は
死
後
崇
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
テ
ー
ヴ
ェ
レ
川
に
投
棄
さ
れ
た
（
一
一
五
五
年
六
月
）。
ベ
ル
ガ
モ
出
身
の
一
詩
人
が
ア
ル
ナ
ル
ド
の
最
期
の
場
景
を
伝
え
て
い
る
（
73
）
。
彼
は
死
の
瞬
間
ま
で
自
分
の
教
え
の
正
し
さ
を
確
信
し
て
い
た
。
死
の
直
前
に
罪
を
キ
リ
ス
ト
に
告
白
す
る
た
め
に
暫
し
の
猶
予
を
与
え
ら
れ
た
が
、
司
祭
の
立
会
い
は
拒
否
し
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
が
両
手
を
上
げ
、
唇
を
閉
じ
て
跪
き
、
お
の
れ
の
魂
を
神
に
委
ね
た
姿
を
見
て
、
処
刑
人
す
ら
も
深
い
感
動
を
覚
え
た
と
い
う
。
ア
ル
ナ
ル
ド
は
言
う
な
れ
ば
聖
職
者
の
良
心
の
深
部
に
突
き
刺
さ
っ
た
と
げ
で
あ
っ
た
。
彼
の
肉
体
は
滅
び
た
が
、
使
徒
的
清
貧
の
理
想
は
強
く
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
続
け
、
そ
の
追
随
者
や
模
倣
者
が
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
中
か
ら
ア
ル
ナ
ル
ド
派
、
ワ
ル
ド
ー
派
、
そ
し
て
十
三
世
紀
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
霊
派
の
運
動
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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を
展
望
し
た
も
の
と
し
て
次
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。A
.B
ecker,
D
a
s
“
’
‘
‘
”
“
12
.Jahrhundert
als
Epoche
derPapstgeschichte
,in:E.-D
.H
ehl,I
.H
.Ringel
und
H
.Seibert
（Hg.
）,D
as
Papsttum
in
derW
eltdes12
.Jahrhunderts.Stuttgart
2002
,293
-323
.
（
１７
）
trecentorum
a
ut
a
m
plius
episcoporum
':Suger,Vie
de
Louis
VIle
G
ros
,éd.et
trad.par
H
.W
aquet.Paris
21964
（1929
）,214
-15
.
な
お
森
洋
訳
編
『
サ
ン
・
ド
ニ
修
道
院
長
シ
ュ
ジ
ェ
ー
ル
-
ル
イ
六
世
伝
、
ル
イ
七
世
伝
、
定
め
書
、
献
堂
記
、
統
治
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
一
一
二
頁
。
（
１８
）M
ansit.21
,
cols.296
-97;R
.Foreville,op.cit.
,172
-3
.
（
１９
）
一
一
二
三
年
四
月
六
日
に
、
カ
リ
ク
ス
ト
ゥ
ス
二
世
は
先
の
公
会
議
で
の
裁
判
手
続
を
詳
し
く
述
べ
て
、
改
め
て
ピ
サ
大
司
教
の
コ
ル
シ
カ
教
会
に
た
い
す
る
特
権
を
否
定
し
、
コ
ル
シ
カ
教
会
の
自
由
と
そ
の
教
皇
直
属
を
確
認
し
た
。
当
文
書
に
は
三
十
二
名
の
枢
機
卿
が
副
署
し
た
（B
PC
389;JL
7056
）。
本
件
は
ホ
ノ
リ
ウ
ス
二
世
期
に
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
一
二
六
年
七
月
二
十
一
日
に
コ
ル
シ
カ
の
司
教
聖
別
権
は
ピ
サ
大
司
教
に
返
還
さ
れ
た
。
ピ
サ
大
司
教
の
逆
転
勝
利
で
あ
る
（M
ansit.21
,cols.343
-48
;JL
7266
）。
（
20
）
コ
ル
シ
カ
北
部
の
司
教
座
（M
ariana,N
ebio,A
ccia
）
に
た
い
す
る
裁
治
権
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
大
司
教
が
所
有
し
た
（JL
7613
,7620
）
.
（
２１
）CO
D
187
-94;R
.Foreville,op.cit
.
,175
-78
.
‘
”
一
六
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
（
２２
）
N
ullus
o
m
nino
archidiaconus
aut
archipresbyter
sive
praepositus
v
el
decanus
anim
arum
cu
ram
v
elpraebendas
ecclesia
sine
iudicio
v
el
co
n
-
sen
su
episcopi
alicuitribuat.Im
m
o
sicut
san
ctis
can
o
nibus
co
n
stitutum
est,
anim
arum
cu
ra
et
reru
m
ecclesiasticarum
dispensatio
in
episcopi
iudicio
etpotestate
perm
aneat.Siquis
v
ero
co
ntra
hoc
facere
autpotes-
tatem
quae
ad
episcopum
pertinet
sibi
v
endicare
p
raesu
m
pserit,
ab
ecclesiae
lim
inibus
arceatur.':CO
D
190
.
（
２３
）
Sanctorum
etiam
patrum
v
e
stigiis
inhaerentes,generalidecreto
san
cim
us,
ut
m
o
n
achipropriis
episcopis
cu
m
o
m
nihum
ilitate
subiecti
ex
sistant
et
eis
uti
m
agistris
et
ecclesiae
D
eipastoribus
debitam
oboe-
dientiam
etdevotam
in
o
m
nibus
subiectionem
exhibeant.Publicas
m
is-
saru
m
sollem
nitates
n
u
squam
celebrent.A
publicis
etiam
infirm
orum
visitationibus,inunctionibus
seu
etiam
poenitentiis,quod
ad
illorum
n
ul-
latenus
officium
pertinet,
se
se
o
m
nino
abstineant.
In
e
c
clesiis
v
ero
,quibus
m
inistrare
n
o
scu
ntur,p
resbyteros
n
o
n
nisiper
m
an
u
m
sui
episcopihabeant,qui
eide
suscepta
anim
arum
cura
respondeant.':CO
D
193
.
（
２４
）M
.Pacaut,L'O
rdred
e
Cluny
（909
-1789
）.P
aris
1986
,202
.
（
２５
）I.S.Robinson,
op.cit
.
,381
.
（
２６
）Ibid
.
,382
.
（
２７
）M
ansit.21
,
cols.226
-27
.
‘ ‘
（
２８
）
関
口
武
彦
「
一
一
三
〇
年
の
シ
ス
マ
と
枢
機
卿
団
」（
佐
藤
伊
久
男
・
松
本
宣
郎
編
『
歴
史
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
』
南
窓
社
、
一
一
九
〇
年
、
二
四
三
ー
九
○
頁
）。
（
２９
）P.C
lassen,
Z
ur
G
eschichte
Papst
A
n
a
stasius'IV
.
,Quellen
u
nd
F
orschungen
a
u
s
italienischen
A
rchiven
u
nd
B
ibliotheken
48
（1968
）,36
-63;W
.M
aleczek,
D
as
K
a
rdinalskollegium
u
nter
Innocenz
II
.
u
nd
A
naklet
II
.
Archivum
H
istoriae
Pontificiae
19
（1981
）,27
-78;id.,P
apst
u
nd
K
ardinalskolleg
v
o
n
1191
bis
1216
.W
ien
1984
,218ff.;T.Reuter,
ZurA
nerkennung
PapstIn
n
o
cen
z'
II
.
,D
eutsches
Archivfür
Erforschung
des
M
ittelalters
39
（1983
）,395
-416
.
（
３０
）I.S.Robinson,op.cit.
,73
.
な
お
ク
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
シ
ュ
マ
ー
レ
の
テ
ー
ゼ
は
以
下
の
研
究
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。H
.-W
.K
lew
itz,
D
as
E
nde
des
R
eform
papsttum
s
,D
eutsches
A
rchiv
für
G
eschichte
d
e
s
M
ittelalters
3
（1939
）,371
-412
,
w
iederabgedrucktin:Reformpapsttum
u
nd
Kardinalskolleg
.D
arm
stadt1957
,207
-59
;F
.
-J.Schm
ale,Studien
zum
Schism
a
desJahres
1130
.K
öln/G
raz
1961
.
（
３１
）A
.K
eller
,M
achtpolitik
im
M
ittelalter-D
as
Schism
a
v
o
n
1130
u
nd
LotharIII
.:Fakten
u
nd
Forschungsaspekte.H
am
burg
2003
,25
.
（
３２
）W
.B
ernhardi,Lothar
v
o
n
Supplinburg
.Leipzig
1879
,339ff.;
A
.K
e-
ller,op.cit.
,34
-39
.
”
“
”
“
” “
”
“
一
七
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
（
３３
）JL
8411;
J
.D
eé
r
（H
g.
）,D
as
P
apsttum
u
nd
die
süditalienischen
N
orm
annenstaaten
1053
-1212
（H
istorische
Texte/M
ittelalter12
）.G
ö-
ttingen
1969
,62
-64
.
（
３４
）E.M
ühlbacher,D
ie
streitige
Papstwahldes
Jahres
1130
.D
arm
stadt
1966
（Innsbruck
1876
）,125
.
（
３５
）M
.M
accarrone,
U
bi
e
st
papa,
ibi
e
st
R
om
a
,in:H
.M
ordek
（H
g.
）,Aus
K
irche
u
nd
Reich.Studien
zu
Theologie,Politik
u
nd
Recht
im
M
ittelalter:
F
estschriftfür
F.K
em
pf.Sigm
aringen
1983
,371
-82;E.
-D
.H
ehl,
D
as
P
apsttum
in
der
W
eltdes
12
.Jahrhunderts.Einleitende
B
em
erkungen
z
u
A
nforderungen
u
nd
L
eistungen
,in:
E
.-D
.
H
ehl,I.H
.Ringel,
u
nd
H
.Seibert
（H
g.
）,op.cit.
,9
-23
.
（
３６
）W
.Bernhardi,op.cit.
,346f.
（
３７
）
in
quantum
regnum
am
o
re
ecclesiarum
attenuatum
,investituram
earu
m
quanto
suidispendio
rem
iserit,':O
.v.Freising,Chronik
oder
die
G
eschichteder
zw
eiStaaten.D
arm
stadt
51990
（1960
）,530
-31
.
（
３８
）R
.W
ilm
ans
（H
g.
）,V
ita
N
orberti
A
rchiepiscopi
M
agdeburgens-
is,in:M
G
H
SS
XII
.H
annover
1856
,700
-03
.
（
３９
）W
.Bernhardi,op.cit.
,347
.
（
４０
）W
.M
aleczek,Papst
u
nd
K
ardinalskolleg
…,222
.
（
４１
）T.R
euter,op.cit.
,405ff.
‘
”
“
”
“
（
４２
）Ibid.
,406
.
（
４３
）JL
7966
（A
pr
.9
）
-8031
（A
pr
.30
）.
（
４４
）
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。H
L
V
-1
,721
-
46;R
.Foreville,
op.cit.
,73
-95
.
（
４５
）SBO
V
III
,Epistola
213
（
1139
）.
こ
れ
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
に
差
し
出
し
た
二
番
目
の
書
簡
で
あ
る
。
最
初
の
書
簡
に
た
い
し
て
教
皇
の
返
答
が
な
か
っ
た
の
で
、
再
度
書
き
送
っ
た
と
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
書
簡
の
最
後
で
述
べ
て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
皇
は
ペ
ト
ル
ス
・
ピ
サ
ヌ
ス
の
処
分
を
変
え
な
か
っ
た
。
（
４６
）
ペ
ト
ル
ス
が
枢
機
卿
会
に
復
帰
し
た
の
は
ケ
レ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
二
世
期
で
あ
り
、
特
許
状
に
副
署
し
た
最
初
の
日
付
は
一
一
四
三
年
十
月
十
九
日
で
あ
る
。
一
一
四
四
年
二
月
二
十
四
日
ま
で
合
計
九
通
の
文
書
に
副
署
し
て
い
る
（cf.PL
t.179
,cols.765
-809
）。
だ
が
ル
キ
ウ
ス
二
世
の
発
給
文
書
に
は
ペ
ト
ル
ス
は
一
度
も
副
署
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
の
即
位
の
前
後
に
ペ
ト
ル
ス
は
死
去
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
47
）CO
D
197
-203;R
.Foreville,
op.cit.
,187
-94
.
（
48
）M
ansit.21
,437
-40
,487
-90
.
（
49
）M
.B
oelens,D
ie
Klerikerehe
in
der
G
esetzgebung
der
K
irche.Eine
rechtsgeschichtliche
U
ntersuchung
vo
n
den
Anfängen
der
K
irche
bis
一
八
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
zum
Jahre
1139
.Paderborn
1968
,175
-82
.
関
口
武
彦
「
聖
職
者
独
身
制
の
形
成
―
教
皇
改
革
の
理
解
の
た
め
に
―
」『
歴
史
学
研
究
』
第
七
五
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
七
ー
三
三
頁
。
（
50
）
O
beuntibus
san
e
episcopis,quoniam
ultra
tres
m
en
ses
v
acare
eccle-
sias
prohibentpatrum
san
ctiones,
sub
an
athem
ate
interdicim
us,
n
e
can
o
nicide
sede
episcopali
ab
electione
episcoporum
ex
cludant
reli-
giosos
viros,
sed
eo
ru
m
co
n
silio
honesta
etidonea
persona
in
episcop-
u
m
eligatur.Q
u
od
si
ex
clusis
eisdem
religiosis
electio
fuerit
celebrata,
quod
absque
eo
ru
m
assen
su
et
co
n
v
enientiafactum
fuerit,irritu
m
habeatur
et
v
acu
u
m
.':CO
D
203
.
（
51
）J.G
audem
et,
D
e
l'élection
à
la
n
o
m
ination
des
évêques
,
dans:id.,Église
et
Société
e
n
O
ccident
a
u
M
oyen
A
ge.
L
ondon
1984
,A
rticle
XVII
,27
.
（
52
）
関
口
武
彦
「
死
質
（m
o
rt-gage
）
契
約
考
」『
土
地
制
度
史
学
』
第
一
七
四
号
（
二
〇
○
二
年
）
四
一
ー
四
二
頁
。
（
53
）M
.L.Colish,
Peter
of
B
ruys,H
en
ry
of
Lausanne,
and
the
façade
of
St.-G
illes",Traditio
28
（1972
）,451
-60;C.N
.L.Brooke,
H
eresy
and
R
eligiousSentim
ent:1000
-1250
,Bulletin
ofthe
Institute
ofH
istorical
R
esearch
104
（1968
）,115
-31;
R
.B
.B
rooke,The
C
om
ing
of
the
Friars.London
1975
,63
-69;
R
.L.M
oore,The
Birth
of
Popular
H
er-
”
“
“
”
“
‘
esy. London1975
,33
-38
,60
-62
.
（
54
）
関
口
武
彦
「
ク
リ
ュ
ニ
ー
と
改
革
教
皇
権
」『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
第
二
十
五
号
（
一
九
九
六
年
）
一
ー
三
○
頁
。
（
55
）
前
掲
書
、
二
三
ー
二
六
頁
。
ア
ル
ナ
ル
ド
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。A
.H
auck,K
irchengeschichte
D
eutschlands
IV
,Leipzig1903
,200
-
02;K
.H
am
pe,
Zur
G
eschichte
A
rnolds
v
o
n
B
rescia
,H
istorische
Zeitschrift
130
（1924
）,58
-69;
G
.W
.G
reenaw
ay,Arnold
of
B
res
-
cia.Cam
bridge
1931;R.B.Brooke,
op.cit.,69
-71;R.I.M
oore,
op.cit.,66
-71
.
な
お
ロ
ー
マ
市
民
の
ド
イ
ツ
王
宛
の
二
通
の
書
簡
（
一
通
は
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世
宛
、
も
う
一
通
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
宛
）
の
英
訳
が
ム
ー
ア
の
前
掲
書
六
九
ー
七
一
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
宛
の
書
簡
で
は
、
執
筆
者
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
皇
帝
冠
を
教
皇
か
ら
で
は
な
く
て
、
ロ
ー
マ
元
老
院
か
ら
受
け
取
る
よ
う
に
勧
告
し
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
が
ア
ル
ナ
ル
ド
そ
の
人
で
は
な
い
の
か
と
い
う
意
見
は
以
前
か
ら
あ
る
。
ア
ル
ナ
ル
ド
自
身
は
著
書
を
残
さ
な
か
っ
た
が
、
彼
の
思
想
や
行
動
に
つ
い
て
の
証
言
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
書
簡（SBO
VIII
,Epistola
195
,196
）お
よ
び
次
の
二
書
が
ア
ル
ナ
ル
ド
に
言
及
し
て
い
る
。O
tto
v
o
n
Freising
u
nd
R
ahew
in,D
ie
T
aten
Friedrichs
（H
erausgegeben
v
.F.-J.Schm
ale
）.Ü
bersetzt
v
.A
.Schm
idt:A
usge-
w
ählte
Quellen
z
u
r
deutschen
G
eschichte
des
M
ittelalters,B
and
”
“
一
九
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
X
VII
,D
arm
stadt
1974
（1965
）,I
-29
（S.182
-83
）;II
-30
（S.338
-43
）;John
ofSalisbury,H
istoria
Pontificalis
（ed.
and
trsl.by
M
.C
hibnall
）.Oxford
1986
（1965
）,62
-65
.
（
５６
）W
.M
ap,D
e
N
ugis
C
urialium
（ed.
a
nd
trsl.by
M
.R
.Jam
es
）.O
xfo
rd
1983
,80
-83
.
（
５７
）
Ｅ
・
ギ
ボ
ン
（
中
野
好
之
訳
）『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
第
六
十
九
章
、
一
八
七
頁
。
（
５８
）
abiurare
co
m
pulsus
rev
ersionem
,
nisi
ad
ipsius
A
postoliciperm
is-
sionem
.':SBO
,Epistola
195
,60
.
（
５９
）John
ofSalisbury,op.cit.
,64
.
（
６０
）
こ
の
定
詞
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
二
世
期
の
教
皇
文
書
に
お
い
て
で
あ
る
。cf.I
.S.Robinson,op.cit.
,234
-35
.
（
６１
）W
.M
aleczek,
D
as
K
ardinalskollegium
…
,op.cit.
,77;
R
.Som
m
ervi-
lle
Pope
Innocent
II
and
the
Study
of
R
o
m
an
Law
,Revue
des
é-
tudesislam
iques
44
（1976
）,105
-114
.
（
６２
）J.D
eér
（H
g.
）,op.cit.
,77
-67
.
（
６３
）Ibid.
,71
-76
.
（
６４
）L.H
alphen
,Études
su
rl'adm
inistration
de
Rom
e
a
u
M
oyen
Age
（751
-
1252
）.R
o
m
a
1972
,53
-88;
I
.S.R
obinson,op.cit.
,332;
G
.W
.G
reen-
aw
ay,op.cit.
,99
-118
.
”
“
”
“
VIII
‘
（
６５
）G
.W
.G
reenaw
ay,op.cit.
,119
-46
.
cf
.JL
9606
.
（
６６
）
C
um
d
e
T
rinitate
loquitur,
sapit
A
rium
;
c
u
m
de
gratia,sapit
Pelagium
;
cu
m
de
persona
Christi,
sapitN
estorium
':SBO
,Epistola
192
.
な
おEpistola
187
,188
,189
,190
,191
（ibid.
,9
-43
）
も
ア
ベ
ラ
ー
ル
の
「
異
端
」
を
糾
弾
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
６７
）M
ansit.21
,
col.565
.
（
６８
）H
L
V
-1
,823
seq.
（
６９
）John
ofSalisbury,
op.cit.
,15
-38
.
（
７０
）M
ansit.21
,
col.718
.
（
７１
）H
L
V-2
,957
,971
-72
.
（
７２
）P.M
unz,F
riedrich
B
arbarossa:A
Study
in
M
edieval
P
olitics.I-
thaca/London
1969
,79
-87;G
.W
.G
reenaw
ay,op.cit.
,147
-63
.
（
７３
）G
.W
.G
reenaw
ay,op.cit.
,218
.
VIII
‘
二
〇
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
第
三
十
五
巻
第
二
号
二
一
第
一
、
第
二
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
―
―
関
口
Le premier concile et le deuxième concile du Latran
SEKIGUCHI Takehiko
(Section d'Histoire, Faculté de Pédagogie)
Au cours de séance du 1er concile du Latran（1123）, les pièces du traité de Worms furent
présentées et lues à l'assemblée. Le concile approuva, d'une façon officielle, les termes du
concordat de Worms. Nombreux sont les canons de Latran Ⅰ qui visent à renforcer le pou-
voir épiscopal（can.2, 4, 8, 16）. Les articles très remarquables sont les canons 4 et 16. Le
canon 4 déclare que toute charge d'âmes（cura animarum）et d'administration ecclésiastique
（rerum ecclesiasticarum dispensatio）relève de l'évêque. Le canon 16 prescrit que les moines
soient soumis en toute humilité à leurs propres évêques（propriis episcopis subiecti）, et que
dans les églises qu'ils desservent, ils ne peuvent instituer des prêtres, si ce n'est de la main de
l'évêques（per manum sui episcopi）. Ces textes mettent en quelque sorte un terme à un diff-
érend entre moines et évêques qui avait ressurgi au concile de Reims en 1119. Ces deux
canons deviendront le principe fondamentale concernant la charge d'âmes（Seelsorge）de
l'Église pendant tout le douzième siècle. 
Le Ⅱe concile oecuménique du Latran（1139）s'occupa surtout de liquider le schisme
d'Anaclet Ⅱ. Diverses mesures destinées à lutter contre les abus de l'époque furent aussi
approuvées par le concile. En fait, il ne s'agissait pas de dispositions nouvelles, mais de la
confirmation de mesures déjà connues, concernant notamment le simonie, le concubinage des
clercs, trêve de Dieu. Le canon le plus important est le canon 7.  Il décrète nul tout mariage
contracté par un clerc engagé dans les ordres sacrés. On ne saurait trop insister l'importance
de cette mesure. La vacance des sièges épiscopaux ne doit pas excéder trois mois, et les
chanoines ne sauraient exclure les religieux（religiosus viros）de l'élection（can.28）. Quelques
doctrines antisacramentaires et antisacerdotales furent condamnées, entre autres celles de
Pierre de Bruys, Henri de Lausanne, et Arnaud de Brescia. Les pères de Latran Ⅱ renouv-
elèrent en termes identiques la sentence fulminée à Toulouse（1119）. Elle prescrit aux pou-
voirs séculiers de sévir contre les hérétiques（per potestates exteras coerceri praecipimus）
（can.23）. La nouvelle époque de répression d'hérétiques（haeretici）a commencé.
